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Pro f i l e
京都市出身。2001 年京都大学工学部
物理工学科卒業。06 年名古屋大学大
学院工学研究科で博士（工学）を取得。
名古屋大学グローバル COEプログラム
特任助教、東京大学助教、JSTさきが
け研究員（兼任）などを経て、15 年より
現職。産学連携ネットワーク研究を積極
的に実践する一方、第 9 回科学技術の

「美」パネル展優秀賞を受賞するなど、
多才。趣味はキャンプ、楽器演奏。
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再生医療に向けて、体外で臓器を再生させるには、細胞に酸素
や栄養を与え続ける人工毛細血管が必要です。「薄膜微細流
路成型法（MeME）」と呼ばれる新しい微細加工プロセスで血管
を作製し、細胞の増殖や分化を制御する仕組みを作っています。

ゼロからの発想を大切に

液状のプラスチックに紫外線を当てると
固化します。この性質を生かした光造形技
術や、プラスチックの薄い膜を立体的に成
型する独自の技術を使って、小さく精密なも
のを作り、医療に応用しています。人工毛
細血管や指先サイズの細胞培養装置が代
表例です。

便利な市販のソフトや道具を使ったり、外
注したりすれば早いのですが、それでは皆と同
じ土俵での勝負になってしまいます。独自の
デバイスを生むには、ゼロから自分の手でもの
を作る経験の積み重ねがモノを言います。

３歳の息子にも同じことを伝えています。電
車のおもちゃを欲しがれば、買い与えずに、一
緒に作ります。厚紙に電車の展開図を描き、
はさみで切って組み立て、模様を描き、さまざ
まな電車に仕上げます。想像力を刺激しなが
ら、ゼロから作ることに意味があるのです。

ゼロから考え、必要なものを作る。課題を
抽出し、改善案を試す。反応を見てさらに
改善する。この発想のルーツは、少年時代
のボーイスカウト活動にあります。何もない
野山に放り出され、最初は食事もまともにと
れません。それでもめげずに、棚を作って薪
を水没から防ぎ、落ち葉や新聞を敷いて床
を整えるなど、仲間とともに創意工夫して、
改善案を試す。結果が跳ね返ってきて、ま
た試す。それを繰り返すうちに、みるみる快
適な環境へと変わります。

既存の枠組みが邪魔になるのは、進路も
同じです。文系、理系、物理好き、生物好き、
と古い枠に当てはめない方がいい。やりたい
ことが多ければ、すべてを満たす研究分野を
自分で作ればいい。その自由こそが、研究者
がブレークスルーを生む下地になるはずです。

僕は大学進学を前に「医学」と「ものづく
り」に強くひかれ、医療に役立つマイクロマ

シンを作ろうと物理工学科に進みました。化
学や生物はカリキュラムになかったので他学
部の講義を受け、さらに図書館で論文を読
みあさり、DNAを作る小さなデバイスを作り
上げました。この経験のおかげで、分野を越
えて知を吸収する楽しさを知りました。

核を持ちつつ一歩外へ

１つの分野を深く掘り進むことも大切です
が、世の中が必要とする研究は時代ごとに
移り変わります。核になるものは大切にしなが
らも、社会の変化に柔軟に対応していくため
のアンテナを高く張るように心がけています。

休日は、博士研究員時代に始めたトラン
ペットで、仲間とバンド演奏をして過ごします。
初めは狙った音が出ず苦労しました。面白い
と思ったら挑戦したくなるのは、研究でも趣
味でも同じですね。もしも自由な時間をもらえ
るならば、大学１年生になってまったく違う分
野を学びたい。ブレークスルーのチャンスが
たくさんありそうでワクワクします。

ものづくりでは常に実用化を意識して進め
ます。他人が追随できない独自の技術を極
めてから、一歩だけよその領域に踏み込んで
勉強し、具体的に提案します。

異分野の学会やJSTの交流会には積極
的に参加します。会話から互いの予想を超
える新たなアイデアが生まれるのが醍醐味
です。新しい技術は、新しいニーズを生みま
す。既存のニーズを満たすものづくりより、性
に合っています。僕が発想したものを皆さん
に使ってもらえるように、これからも研究に磨
きをかけていきます。

（執筆：松山桃世 JST 広報課）
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都市の電力を一括管理する次世代ＥＭＳO 1
気まぐれな太陽光発電を制御理論で支援O2O2

理・工学と社会科学の研究者が協力
エネルギー制御に挑む！
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戦略的創造研究推進事業さきがけ「ナノシステムと機能創発」領域

研究課題「膜マイクロマシニング技術を基盤とする共創的再生医療プラットフォームの構築」

ゼロからのものづくりを支える四軸微細加工機にも、独自アイデアが詰まっている。




